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音響管二マイクロホン法吸音率測定における管内減衰の影響★
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cmであれば,不一致はこの場合の0.1倍程度
に低減するものと考えられる｡
6.まとめ 音響管内二点音圧法吸音率測定に
おける管内減衰の補正法について,壁面粘
性 ･熱伝導境界層音響散逸理論を適用した新
たな手法を導入し,その有効性を示した｡
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